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業績： MAP キナーゼシグナル伝達経路の発見、制御機構および機能 
 

 

 ヒトを含む高等動物細胞において、細胞の増殖や細胞分裂また細胞分化など

の細胞運命は、細胞増殖因子が細胞膜上の受容体に結合することによって誘起

される一連の反応の連鎖が細胞核に伝わり、遺伝子発現の変化を引き起こすこ

とによって決定される。この細胞膜から核へ至る経路（シグナル伝達経路と言

う）は 1980 年代後半まで、未解明であった。受賞者らは、Sturgill らと独立に、

種々の細胞増殖因子や発癌プロモーターによって共通に活性化するタンパク質

リン酸化酵素（キナーゼ）として MAP キナーゼを見出した。 

受賞者らは、さらに、MAP キナーゼを活性化する因子、MAP キナーゼキナーゼを

世界に先駆けて同定し、また MAP キナーゼキナーゼの活性化機構も解明するこ

とにより、MAP キナーゼキナーゼキナーゼ/MAP キナーゼキナーゼ/MAP キナーゼ

というキナーゼの連鎖反応の存在を初めて明らかにした。この研究成果と他の

研究グループによる細胞増殖因子受容体から癌遺伝子産物 Ras と Raf に至る経

路の解明とが合わさって、細胞増殖因子受容体/Grb2/SOS/Ras/Raf（MAP キナー

ゼキナーゼキナーゼ）/MAP キナーゼキナーゼ/MAP キナーゼというシグナル伝達

経路が解明された。この経路の発見は、20 世紀後半の生命科学研究の大きなブ

レークスルーであり、細胞増殖・細胞癌化の制御や細胞分化・発生の制御の解

明に大きく貢献し、当該学問分野の飛躍的進展の基礎となった。現在、MAP キナ

ーゼおよび関連シグナル伝達の研究は益々その重要性が高まっており、世界中

の研究者がしのぎを削っている。受賞者らは、MAP キナーゼ関連シグナル伝達経

路の高次生命機能、特に寿命や老化、における役割の解明の研究においても成

果を挙げつつあり、新たなるブレークスルーが期待される。 


